
川 の こ と ば

◆流域

　ある川に雨が流入する全域を、その川の流
域といいます。

◆本川・支川

　二つ以上の川が合流するとき、川の流量や
規模などが大きい方の川、または流域歴史　
的経緯から慣用的に決められてきた川を「本
川」と呼びます。さらに本川に直接合流す　
る河川を「一次支川」、一次支川に合流する
河川を二次支川と呼びます。

◆基本高水流量

河川の重要度

計画規模の決定

（１００年確率、２００年確率
といった確率規模） 実績降雨の観測資料（データの収集）

統計的に計画規模の降雨を算出

流出計算
（雨が降り川に到達する過程を

コンピュータで再現し、河川に
集まる水の量を想定する）

実際に降った雨の降り方に
合わせて数ケース算出する

検討のケースの中から最も危険なケースを選択

基本高水流量

地域の重要度、既往の洪水の実績、事業の効果等

（人口や資産の度合い、過去の台風の襲来など）

河川に到達する流量が最大
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◆計画高水流量

　基本高水流量を河道（河川）
が受け持つ流量と、ダムによる
洪水調節（ダムの貯留）で受け
持つ流量に配分したものの内、
河道が受け持つ流量で河川改修
の計画の基礎となります。

◆流水の正常な機能の維持

　本来河川が持っている機能（既得用水等の安全取水、舟運、漁業、観光、塩害防止、河口閉塞の防止、
河川管理施設の保護、地下水の維持、動植物の保護、流水の清潔の保持）を正常に維持すること。

既得用水等の安全取水 舟運 漁業

観光
塩害防止


